
言葉かけ _01 言葉かけ _01

はじめに

　クラスの子が教師の困るような行動を起こしたとき、「どうしよ
う！」ととっさの対応に困ることはありませんか？　本書は、そんな
ときの子どもの行動を受け止めたうえでの言葉かけや対応について集
めた１冊です。クラスで起こりがちな代表的な場面に対し、それぞれ
３通りずつの言葉かけを紹介しており、どんな場面にも対応できるこ
とを目指しました。

　クラスの中には、教師が困るようなさまざまな行動を起こしてしま
う子がいるものです。私たち教師は、どの子に対しても、子どもを支
援しようと日々考えて模索しますが、たとえば、すぐ友達に暴力をふ
るってしまうような子に対しては、あまりに度重なると「この子は悪
い子だ」という見方になってしまうこともあります。
　しかし、こういう子どもの見方になったときほど、子どもとの関係
がうまくいかなくなって、教師にとって困るような子どもの行動が増
えてしまうものです。こんな気持ちになってしまったとき、子どもの
行動に困っているときこそ、自分の考えだけではなく、人の知恵や手
法を試してみるチャンスです。

　本書は子どもの行動への対応のために、「応用行動分析学（ABA）」
の考え方を取り入れた本になっています。
　「応用行動分析学」（ABA）は、子どもの行動を、子ども個人の特
性だけでなく、ほかの子や教師や家庭などの環境の相互作用の枠組で
分析するものです。そして、課題となる子どもの行動があったとき、
子どもを責めるのではなく、子どもの行動を止めるために環境を変え
たり、あるいは結果が繰り返されないような介入をすることで止めよ
うという考え方です。
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　本書では、クラスの日常で起こりがちな、課題となる子どもの行動
のシーンについて、①環境を変える、②繰り返される問題に対して教
師が介入する、ということを意図した「言葉かけ」を各場面に３通り
ずつ紹介しています。
　そのため、１つの方法でうまくいかなかったときには、また別の言
葉かけで試すこともできます。また、３つを組み合わせて使っていく
ことで継続的に同じ行動に対して働きかけることも可能です。　
　１つだけではうまくいかなかった場合も、３つとも使ってみたらう
まくいった！　ということもあると思います。ぜひいろんな各場面で
本書の３つの「言葉かけ」を試していただけたらと思います。

　本書にも書きましたが、私自身も若いころは、子どもの行動に対し
て適切な働きかけかたができず、なかなか子どもたちに対しても、適
切な見取り方や、子どもの見方ができませんでした。
　私は教師は「経験」により成長するものだと考えています。そのた
め、経験年数が多くなるにつれて教師の力量は上がっていくものだと
思います。若いうちはたくさん失敗して当然ですし、むしろたくさん
の失敗を経験してほしいと思います。
　そうしてたくさんの経験を経てきた先生であれば、教師の困る子ど
もの行動に対し、とっさの３秒で３つ以上の選択肢を思い浮かべるこ
ともできるでしょう。本書はそうした先生方の知恵を集めたものであ
り、若い先生たちを強力にバックアップするものになると思います。
　とりわけ、本書では多くの先生がつらいときに陥りがちな、「子ど
もが悪い」という子どもへの見方を変えて、その子の困難さや背景を
見取ろうとする見方にいかに変えることが大事かということも書きま
した。
　本書を通じて先生方の悩みが解決され、若い先生方が教師の仕事の
楽しさを日々感じてくださることを心から願っています。

樋口 万太郎
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その見方

ちょっ
と待って!

見方
のポイント

あの子はいつも挙手をしなくて困ったな。
もっとやる気出してもらいたいのに…

挙手できないのは理由がある

挙手せず発表したがらない子は、やる気がない子に見えたり、全
員の前で発表させる手立てを考えがち。でも、全体発表以外の
方法でアプローチする方がうまくいくことも。

　「授業では、挙手をして、自分の考えを堂々と話して
ほしい」ということは、どの先生も子ども達に望んでい

ることです。しかし、実際はなかなか挙手をしない子もいるのが現状
です。個人懇談で、保護者から「うちの子、全然挙手しないですよね
…」と言われたことのある方もいるかもしれません。「なかなか挙手
することができない子」のためには、手立てが必要です。「挙手をし
ない＝やる気がない」というわけではありません。何か挙手すること
ができない理由を探し、その子に合った言葉かけをしましょう。

どんな子も取り残さない!　授業場面でうまくいく3つの言葉かけ第　  章    2

1
挙手をしない子・発表を
したがらない子に困ったら？
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小さな成功体験を積み上げよう！

　何となくこれかな？　という自分なりの答えは持っているのです
が、それを全体の場で言うのは自信がないのかもしれません。また、「間
違ったらどうしよう」と不安を抱いているのかもしれません。
　そこで、ペアトークを取り入れます。２人という小規模な環境なの
で一気に発表のハードルは下がります。全員の前で言えるようにペア
で練習をします。自分の考えがない場合は、友達の考えを聞きます。
　ただ、ペアトークにせよ全員の前にせよ聞き手の反応がとても大切
です。「発表してよかった」という成功体験を積み上げていく必要が
あります。話し手が気持ちよくなるような聞き方をしている子どもを
価値付け、聞き手を育てることも同時に進めていくとよいでしょう。

全員の前での発表は勇気のいる行動なので、ペアで話をするこ
とで、自信をつけていく。

「全員、ペアで話してみようか♪」
うまく

いく言葉かけ 1

19



言葉かけ _2 言葉かけ _2

教師の間違いが子どものやる気を引き出す！

　正しい答え、完璧な説明を言わなければいけないという雰囲気が、
挙手をして発表することを妨げているのかもしれません。正しい説明
をして、周りの子ども達が「同じです」「いいです」と返すような形
式的な発表ばかりだと授業がどんどん退屈になってしまいます。
　そこで、時には間違ったことを教師がわざと言います。教師が間違
うというのは子どもにとって意外なことなので、驚いたような顔をし
ます。それと同時に、「先生違うよ！」と中々のパワーでツッコミが
入ります。「先生は間違っていないと思うよ、これで合っているよね？」
そう続けると、子ども達は勢いよく手を挙げて、教師の間違いを正そ
うと説明をし始めます。こういう展開も時には効果的かもしれません。

教師がわざと間違うことで、子どもが思わず説明をしたくなる
場面をつくり出す。

うまく
いく言葉かけ 2

（教師が自分で間違った回答をして）

「これで合っているよね？」

20

言葉かけ _2 言葉かけ _2

発表を他人任せから自分事へ

　ある子どもが発表した時に「◯◯さんが言ったことをもう一度言え
る人？」とクラス全員に尋ねます。これは、発表を聞いていれば全員
答えられるはずです。自分で考えをつくり出すわけではないので、発
表の難易度は低くなります。聞いていなかった場合は、責めることは
せず、もう一度聞くチャンスをあげます。自分の口で説明できたこと
を価値付け、他人任せから自分事へと変えていきます。こういったや
りとりを日々続けていくと、自信を持って手を挙げて発表する子ども
が増えてきます。「もう一度言えるということはしっかり話を聞いて
いるということだね。友達の考えを大切にしているのが伝わるよ」と、
発表するようになった成長を価値付けていきましょう。

話を聞いていれば答えられる問いかけをして、教室に少しピリッ
とした緊張感をつくり出す。

全員に向けて「〇〇さんが
言ったことをもう一度言える人」

うまく
いく言葉かけ 3
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